




違った視点で、 研究を展開でき、 より大きくなれると思い直しています。
全員欲しがられる職員を持つことは、 一つの誇りだと思います。 しかし、

手も足ももがれた思いは、 免れません。 うれしい悲嗚、 いや、 寂しい悲嗚、
伺か複雑な思いが交錯しています。

教務員のポジションに、 広大理学部から、 尾島君（理学博土）が、 教務員
のポジションにもかかわらす、 入ってくれました。 彼が、 薬学に慣れるまで
には、 まだしばらく時間がかかるでしょうが、 ガッツもあり、 何事にも一生
懸命な姿に今後を期待しています。 皆さんの応援をよろしくお願い致します。

田村君の後を、 現在公募中です。 色閃な人が廊募して来ています。 不景気
なせいか、 企業の方も多く、 大変悩みます。 うち2人は、 アメリカでも面接
しましだ。 今後の教室の展開を握る人材の一人ですし、 以前のように4人体
制でなく、 呼吸の合う人でなくてはと思うと、 なかなか決断出来ないくらい、
用心深くなってしまいます。

教室は、 1段ギャが、 ビデオマイクロスコー プなどのビデオ分析の展開だ
とすると、 この加速で2段ギャに ・ ・ ・、 MALDI-TOF/MSという、
新しいコンセプトのバイオ質量分析への展開を進めています。 この質量分析
は、 今までの様な、 どでかい機械でもなく、 レ ーザーで試料をイオン化し、
高電圧パルスで飛び上がらせたイオン化分子の検出器までの到達時間を計る
簡単なものです。 運動会のトラック競技よろしく、 小さな分子は同じエネル
ギーでは早く、 重い分子は遅く到達するというただこれだけの単純な原理で
す。 この為、 分子置1 0 0万ダルトンといえども、 分子量が測定でき、 低分
子から、 蛋白、 核酸まで、 今や、 蛋白ジ ークエンスはこのMSで解析する時
代、 将来は遺伝子もと言った可能性を持っています。 21世紀のゲル雷気泳
動法かも知れません。

当面のキ ー ワ ー ドは、 「ビデオマス」などと、 相変わらす勝手なキー ワ
ー ドで、 教室のアイデンティティ ーを主張しようと思っています。 生体内分
子コンテンツとその動態を探りきるというのが、 目標です。

そういえば、 冊子末に、 池田佳代さんが中心にやってくれた仕事が新聞記
事になったものを褐載しました。 これは、 池田のアイデアの勝利で、 それも
ですが、 何よりも私が喜んだのは、 初めて彼女が、 自分で未知な事に踏み込
んでくれた事、 そして、 成果をつり上げたことです。 長い間、 これを彼女に
は待っていました。
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